
批

評

・

紹

介

k
p席
。
出
国
凶
司

2
5司
デ
沼
町
M
『

e
m
V同
Z0.
閣
の
巳

a
e
z
s
o

図。

q
同

M
E
n
g
。
同
の
@
居
可
巴

4
5
0骨・

m
o
民向。ュ
2
回仲巴。

割
。
旨
M
W

凶
」
刊
戸

同
例
。
ョ
タ

Eg-
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チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
を
研
究
す
る
場
合
、
最
初
に
我
々
が
突
嘗
る
困
難
の
一
つ

は
チ
ベ

ッ
ト
文
テ
キ
ス

ト
の
中
に
数
多
く
の
地
名
が
出
て
来
、
そ
れ
が

一
向
地

闘
の
上
で
比
定
ぢ
き
な
い
と
と
で
あ
る
。
地
聞
に
は
普
通
漢
字
で
書
か
れ
た
も

の
と

ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
た
も
の
と
が
あ
る
e
前
者
が
中
国
系

'統
の
も
の
で
あ

り
、
後
者
が
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

こ
の
雨
者
の
関
で
不
一
致
の
場
合
が
屡
々
あ
り
、
叉
一
致
し
た
主
と
ろ
で
そ
れ

が
チ
ベ
ッ
ト
語
の
如
何
な
る
綴
に
嘗
る
か
は
専
門
家
で
も
剣
定
が
で
き
な
い
。

例
え
ば
由
緒
の
あ
る
寺
と
し
て
有
名
な
V

テ
イ
γ
で
あ
る
が
、熱
振
と

H
N
2
5
m

と

何
者
曲
師
阿
見
ロ
と
が
同

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
直
に
分
る
人
は
少
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
寺
院
の
名
等
は
チ
ベ
ッ

ト
の
史
書
に
は
頻
出
す
る
の
で
是
非
と

も
そ
の
位
置
は
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
地
園
の
上
に

は
こ
れ
ら
の
名
は
貨
は
甚
だ
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
少
く
、
た
と
え
書
き
込
ま

れ
た
と
こ
ろ
で
甚
し
く
説
っ
た
音
の
た
め
に
、
確
賀
な
位
置
は
比
定
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
確
に
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
一
つ
の
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
且取
近
迭
に
こ
れ
を
突
破
す
る
紹
好
の
文
献
が

ロ
l

マ
で

刊
行
さ
れ
た
。
表
記
の
撃
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
漸
く
皐

術
的
研
究
に
堪
え
る
最
も
有
用
な
地
園
と
地
誌
が
輿
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
た

い
と
思
う
。

チ
ベ
ッ
ト
の
地
名
を
探
査
す
る
の
に
最
も
利
用
債
値
の
あ
る
の
は
案
内
記
卸

ち
カ
ル
チ
ャ
グ
・
仏
E
H
n
zm
の
類
で
あ
ろ
う
。
遺
跡
巡
種
者
の
多
い
チ
ベ
ッ

ト

で
は
そ
れ
ら
の
人
々
の
た
め
に
案
内
記
が
種
々
作
ら
れ
て
い
る
。
第
五
代
ダ
ラ

イ
の
作
っ
た
「
ラ
サ
案
内
記
」
は
グ
リ
ュ
ン
ウ
ェ

l
デ
ル
の
ユ
ロ
毛
色
色
の
翻

謬
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

(
U
F
O
H，O
B
宮

7
3ロ
F
ra
P
2
zzロ
惣
-

Z
江
ロ
宮
町
内
同
四
円
白
色
含

-zaR〉
}
州
立

m
g
F
司
F
H
一-
-
E
2・関-・・

5
5・
ロ
-

A
F

)

。
ベ
ル

ハU
Y帥

H-g
回

m--が
紹
介
し
て
い
る

ニ
ャ
ン
チ
ョ

エ
ジ
ュ
ン
屈
曲
D

n
y
g
q
S
Eロ
も
(
ベ
ル
著
、
橋
本
光
費
謬
「
西
識
の
蜘
輔
教
」
三
七
八
頁
)
、

一
般
的
に
興
味
あ
る
歴
史
を
多
く
含
ん
で
を
ら
ず
、
寧
ろ
此
の
-
一
ャ
ン
渓
谷

へ
の
案
内
書
で
あ
っ
て
、
如
何
に
し
て
各
種
の
僧
院
が
出
来
た
か
の
過
程
、

及
び
其
虎
に
住
ん
で
ゐ
た
聖
人
の
光
景
、
奇
蹟
、
防
開
設
が
番
か
れ
て
ゐ
る
。

と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
の
名
に
似
ず
賞
は
カ
ル
チ
ャ
グ
の
類
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
も
の
が
チ
ベ
ッ

ト
に
他
に
も
あ
る
こ
と
は
ベ
ル

が
質
例
を
翠
げ
て
確
言
し
て
い
て
疑
な
い
が
(
前
掲
書
三
七
九
頁
て
そ
の
有

用
性
に
つ

い
て
は
必
ず
し
も
従
拙
不
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
且
駅
近
カ

ル
チ
ャ
グ
を
利
用
し
て
最
も
大
き
な
業
績
を
導
き
出
し
た

の
は
ト
ウ
ッ
チ
氏

C
5
4司
叩
吋
ロ
ロ
巳
で
あ
る
。氏
は

一
九
四
八
年
古
代
チ
ベ

ジ
ト
王
の
墓
を
数
多
ヤ
ル
ル
ン
地
方
で
探
査
し
確
定
し
た
が
、
こ
の
と
き
手
が

か
り
と
し
て
利
用
し
た
の
が
サ
キ
ャ
パ
の
ラ
て
キ
ェ
ン
ツ
ェ

ζ
r
y
可
g
Z
8

の
「
衡
強
案
内
書
」
、
り
『

5
伺
仲
間
包
盟
問
ロ

g
H
H
g
g
m回
日
出
間
三

5
5
7
2

V
可
制5

5仏O
H
F
印
《
吉
田
仏
同
年
司
郎
吉

明白『
D
口、

ラ
ン
ジ
ュ

γ
ド
ル
ジ

ェ
河
同
ロ
ザ
σ可
ロ
D

E
o
と巾

の
「
タ
ム
チ
グ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
」

o
g
g
仲間乞間印片岡山、白

g
g
yo
等
に

含
ま
れ
る
王
墓
閥
係
の
記
事
で
あ
っ
た
(
吋

5
2
吋
宮

吋
o
g
g
o同
各
市

-
h
d
 

η
，，
 噌

E
A
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目
宮
内
白
ロ
百
口
問
F
H
N
O

ヨ
p
g印

0
・
H
M
-
Y

佐
藤
長
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
」

上
、
京
都
、
一
九
五
八
、
二
=
二
頁
)
。

カ
ル
チ
ャ
グ
の
持
つ
有
用
性
は
こ
の

例
で
明
か
に
な
る
と
思
う
が
、
ト
ウ
y

チ
氏
が
そ
の
と
き
出
版
を
柚
原
告
し
た

(エヨ

ι・
司

-a・
p-M)
キ
ェ

γ
ツ
ェ
の
案
内
書
の
全
謬
と
研
究
が
即
ち
こ
こ

に
紹
介
せ
ん
と
す
る
文
献
な
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
編
者
の
序
言
六
頁
、
導
言
四
頁
、
テ
キ
ス
ト
三
三
頁
、
謬
文

(三
七
|
七
六
頁
)
及
び
註
穆
(
七
七

l
一
九
九
頁
)
か
ら
成
る
。
キ
ェ
ン
ツ

エ
(
一
入
二
O
|

一
入
九
二
)
は
本
来
は

Z
E
S
ι
r
E
2
5
r
z
g
σ
江
田
四
宮

ι
E
D
司

o
r
cロ
品
開
曲
目
v
g
gロ
宮
古
『
句
国

-
g
z
gロ
と
い
う
恐
ろ
し
く
長

い
名
で
あ
る
が
、
我
々
は
こ
れ
を
キ
ェ
ン
ツ
ェ
と
略
稽
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
彼
は
中
央
並
に
西
部
チ
ベ
ッ
ト
の
聖
跡
を
数
多
く
訪
ね
、
こ
の
書
を
書
い

た
の
で
あ
る
が
、
謬
者
の
フ
ェ
ラ
リ
女
史
は
ト
ウ
ッ
チ
氏
の
高
弟
で
、

F
l
マ

大
事
の
講
師
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
将
来
を
帰
目
さ
れ
た
イ
ン
ド
察
、
チ
ベ
ジ
ト

事
の
少
壮
の
皐
究
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
に
長
い
闘
病
の
後
逝
去
し
た
た

め
と
の
研
究
l
主
と
し
て
註
寝
の
部
ー
は
不
完
全
な
形
の
ま
ま
で
残
さ
れ
た
。

註
稗
の
主
た
る
目
標
は
地
名
を
現
在
の
地
圃
に
比
定
し
て
ゆ
く
こ
と
と
、
そ
の

遺
跡
、
遺
物
に
閥
係
あ
る
歴
史
的
注
額
で
あ
る
が
、
こ
の
仕
事
を
引
継
い
で
完

成
し
た
の
が
同
じ
ロ

l

マ
大
皐
の
ベ
テ
ッ
ク
氏
戸
ロ
巳
白
ロ
D
M
M
m
w
同
町

n
y
で
あ
る
。

ベ
テ
ッ
ク
氏
が
フ
ェ
ラ
リ
女
史
の
原
稿
を
整
理
編
輯
す
る
に
嘗
っ
て
決
定
し
た

方
針
は
最
初
の
序
言
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
女
史
の
功
績
を
で
き
る

だ
け
残
す
よ
う
に
間
慮
し
、
自
ら
の
注
は
括
孤
内
に
入
れ
て
責
任
を
明
か
に
す

る
等
、
そ
の
皐
的
良
心
の
清
潔
さ
に
は
頭
の
下
る
思
い
が
す
る
。
更
に
氏
は
曾

て
第
二
次
大
戦
中
チ
ベ
ッ
ト
に
在
っ
て
公
務
の
傍
ら
研
究
に
従
事
し
た
リ
チ
ャ

1
下
ツ

γ
氏
田
口
明
日
戸
別
・

E
n
y
a仏
窓
口
に
態
援
を
求
め
、
不
明
の
遺
跡
、
遺

物
は
リ
氏
に
よ

っ
て
一

一層明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
市
し
て
氏
等
に
よ
っ

て
も
尚

不
明
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
大
戦
中
チ
ベ
ッ
ト
に
潜
入
し
て
い
た
技
師

ア
ウ
フ
シ
ュ
ナ
イ
タ
ー
氏

HM22
〉
巳
2
7
2
z
m円
が
註
穆
を
施
し
、
そ
の
現

欣
を
明
瞭
に
説
明
し
て
い
る
。
先
ず
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
完
壁
な
内
容
で

本
書
の
註
稗
は
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
品
位
末
に
付
さ
れ
た
三
枚
の
地
図
ー

そ
の
地
名
は
す
べ
て
チ
ベ
ッ
ト
本
来
の
綴
で
書
か
れ
て
い
る
!
と
と
も
に
そ
の

有
用
性
は
絶
大
な
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
古
代
史
に
閥
係
す
る
重
要
地
名
ラ
グ
マ
ル
リ
ン
サ

γ

∞E
四

牛

g
R

g
mユ
ロ
宮
白D
(

四
四
頁
)
、
タ
ル
グ
同

y
g
H
V
F口
問
(
四
九
頁
)
、
ツ
エ

ン
タ

ン
ゴ
プ
シ
切

g
g同

7
2
2
7白
コ
〕

m
m
o
g
Z
(五
二
頁
)
等
は
明
確
に
そ

の
位
置
を
比
定
さ
れ
て
い
る
。
叉
プ
ト
ン
に
見
え
る
ソ
ン
ツ
ェ

γ
時
代
の
寺
院

ガ
ツ
ェ
ル

ω
r白
Z
Eヱ
一
O
九
頁
註
一
二
三
、
ロ

l

F
グ
コ
ム
デ
イ
ン
(
一

三
一
頁
註
三
七
三
)
等
も
分
り
に
く
い
地
名
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
そ
の
位
置

は
明
か
で
疑
問
の
徐
地
が
な
い
。
プ
ト
ン
と
い
え
ば
や
は
り
ソ
ン
ツ
ェ
ン
時
代

の
寺
院
と
し
て
も
モ
ン
ユ
ル
の
プ
ム
タ
ン
パ
ロ
ギ
ェ
ル
チ
ュ
云
O
ロ〕
E-σ
己

5

p
g
毛田

m
g
ω
Z
R
n
E
が
あ
る
が
、
本
書
が
キ
チ
ュ
ラ
カ
ン

ω
S
F
n
z

-
Y
白

r
E
D
を
こ
れ
と
同
一
視
し
な
か
っ
た
の
は
(
四
O
頁
註
四
O
O〉

正
し

い
と
思
う
。
ベ
テ
ッ
ク
氏
の
い
う
ご
と
く
パ
ロ
ギ
ェ
ル
チ
ュ
は
西
プ

1
h
p
γ

の

司
白
円
。
岳
民
と
同
一
の
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
遺
憾
な
が
ら
こ
の
寺
院

の
質
在
を
確
め
る
こ
と
は
現
在
で
き
な
い
。
申
尾
氏
は
パ
ロ
ゾ

γ
の
奥
が
大
き

な
寺
院
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
停
え
て
お
り
、
そ
れ
に
は
骨
局
員
ま
で
副
え
て
あ

る
が
(
中
尾
佐
助
「
秘
境
プ

l
タ
γ
」
東
京
、
昭
和
三
四
年
、
八
O
頁
)
、
プ

ト
γ
の
そ
れ
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

中
世
史
で
は
赤
帽
カ
ル
マ
パ
の
本
山
ヤ

γ
パ
チ
エ
ソ
ペ
包
曲
目
出

n
g
黒
帽

no 
ヴ

4
噌
よ
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カ
ル
マ
パ
の
ツ
ル
プ
ゥ
宮
Z
Yロ
門
司

y
c
等
無
数
の
寺
院
名
が
明
か
に
さ
れ
て

い
る
が
、
タ
グ

ツ
ァ
ン

ω
g
m
g
y
S
の
位
置
が
確
定
化
さ
れ
た
の
は
驚
く
べ

き
と
と
で
あ
る
。
明
廷
に
よ
っ
て
封
ぜ
ら
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
入
大
法
王
は
不
明

の
も
の
が
多
く
、
そ
の
一
つ
に
輔
教
王
が
あ
り
、
思
達
蔵
の
借
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
我
々
は
こ
の
地
名
を
色
々
に
探
査
し
、
未
だ
に
そ
れ
を
後
見
し
得
な

い
で
い
た
の
で
あ
る
が
そ
れ
は
道
理
で
あ
っ
た
。
フ

ェ
ラ
リ
女
史
は
ト
ウ

ッ
チ

民
の
指
摘
に
よ
り
、
こ
れ
を
明
か
に
タ
グ
ツ
プ

γ
の
系
統
で
あ
り
、
一
時
は
盛

で
あ
っ
た
が
今
は
滅
ん
だ
と
見
な
さ
れ
る
ヵ
J

ギ
ュ
パ
の
一
分
波
で
あ
る
と
註

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ご
二

O
頁
註
一
九
二
)
。
有
名
な
り
コ

γ
パ
国
r
z

r
r
d
D
宮
の
大
寺
院
が
新
措
置
二
カ
所
あ
る
こ
と
等
も
本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
具
僅
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
(
一
一
一
頁
註
一
一
五
)
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
分
明
す
る
の
も
キ
ェ
ゾ
ツ
ェ
の
案
内
記
に
遺
跡
と
し
て
の
記
述
が
充

分
に
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

案
内
記
に
は
地
名
の
み
で
な
く
人
名
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
殆
ど
が
名

を
成
し
た
高
僧
等
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
彼
等
に
つ
い
て
の
停
記
的
註
簿
も
簡
に

し
て
要
を
得
て
お
り
、
参
考
文
献
も
丹
念
に
牽
げ
ら
れ
て
い
る
。
尚
容
末
に
は

リ
チ
ャ

l
ド

ソ

γ
氏
が
提
供
し
た
各
寺
院
や
王
陵
等
の
篤
異
が
五
三
枚
掲
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
名
の
み
聞
い
て
質
物
を
知
り
得
な
か
っ
た
我
々
に
は
そ

の
一
一
が
重
要
な
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

と
に
か
く
本
書
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
今
後
チ
ベ
ッ
ト
史
、
チ
ベ
ッ
ト
併

数
史
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
必
要
不
可
紋
の
文
献
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

テ
キ
ス
ト
慮
理
の
方
法
に
つ

い
て
も
前
述
の
ご
と
く
方
針
が
明
確
で
あ
り
、
後

事
の
士
の
皐
、
ふ
べ
き
鮎
が
甚
だ
多
い
。
唯
本
書
は
テ
キ
ス
ト
の
性
質
上
、
中
央

及
び
西
チ
ベ
ッ
ト
の
東
地
す
に
そ
の
範
闘
が
限
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
更
に
東
チ

ベ
ッ

ト
及
び
東
北
チ
ベ

ッ
ト
方
面
に
つ

い
て
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
研
究
が
奥
え

ら
れ
た
な
ら
ば
と
希
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
些
一
か
望
萄
の
言
で
は
あ
る
が
最
後

に

一
筆

附

し

て

こ

の

蕪

雑

な

紹

介

を

終

り

た

い

。

〔

佐

藤

長

〕

須者 l噴を種獲皇 東
右のはにもの編宋本索 洋史

言季語境重苦↓建喜類苑 引 園中研買
希あ しし か は
望ろ貸たてら養粛 先 随叢
のうくも、 、 ・ に 筆 刊之
方。史のカ日新鶴干古才 雑
喜ii 撃文で l、ZたR録林 定本薯宵 七

あド ・ 玉し償 支索
事中 る数け池露た

ま 。八 で偶北談 ・中ニ壬面 引
東 詰 園東高な 丹園 干

洋
申 の洋にく 鉛簡 五百七頁

込 融自者史専攻 達 、 ・ 輯聾筆索 圃間 佐一
援雲史

み . し 筆

一{戸 科 2本奇霊静荷 ・ 2E聖伯
警研

書のの i古 iiEl 
ニ七 究

者究中園 を重な ー
ど ー 富

八 に書究 玉霊的 で 面編番曾 も 十百五・あ 頁
必音十野る
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